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第
三
者
行
為
の
国
保
利
用
時

は
届
け
出
が
必
要

　

加
害
者
の
行
為
（
第
三
者
行
為
）
に

よ
る
交
通
事
故
な
ど
で
受
け
た
け
が
4

4

や

病
気
の
治
療
を
し
た
場
合
で
も
、
国
保

の
保
険
証
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ

き
医
療
費
を
、
帯
広
市
が
一
時
的
に
立

て
替
え
、
後
日
加
害
者
に
請
求
す
る
た

め
、国
保
課
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

（
図
）

　

国
保
以
外
の
被
用
者
保
険
（
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
）
の
保
険
証
を
使
う
場

合
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合

な
ど
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
の
高
度
化
、
高
齢
化
の
進
行
な

ど
を
背
景
に
、
国
保
の
被
保
険
者
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

市
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く

た
め
、
医
療
費
を
抑
え
る
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ

る
医
薬
品
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間
（
20
～
25

年
）
終
了
後
に
厚
生
労
働
省
の
承
認
を

得
て
製
造
・
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、
先

第
三
者
行
為
の
例

　

第
三
者
行
為
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

・
相
手
の
い
る
交
通
事
故

・
他
人
か
ら
の
暴
力
行
為

・
飲
食
店
で
の
食
事
に
よ
る
食
中
毒

・
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
か
ま
れ
た　

な
ど

発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
で
、
同
等

の
効
果
が
期
待
で
き
、
低
価
格
で
の
提

供
が
可
能
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
割
合
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

　

近
年
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
理
解
が
進
み
、
国
保
加
入
者
の
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
割
合
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
図
）

使
用
す
る
た
め
に
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
希

望
す
る
場
合
は
、
病
院
・
診
療
所
・
保

険
薬
局
で
医
師
・
薬
剤
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
初
め
て
使
用
す
る
場
合

は
、
一
週
間
だ
け
な
ど
、
短
期
間
だ
け

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
こ

負
傷
原
因
の
照
会
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

医
療
費
を
適
正
に
給
付
す
る
た
め
、

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為
に
よ
る

け
が
4

4

の
可
能
性
が
あ
る
人
に
対
し
て
、

負
傷
原
因
の
照
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

負
傷
原
因
の
照
会
文
書
が
届
い
た
人

は
、回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
国
保
の

保
険
証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん

　

次
の
よ
う
な
事
故
や
け
が
4

4

の
場
合
に

は
、
国
保
の
保
険
証
を
使
用
で
き
な
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
労
災
が
適
用
さ
れ
る
も
の

・�

本
人
の
犯
罪
行
為
や
故
意
に
よ
る
も

の
・
法
令
違
反
に
よ
る
も
の　

な
ど

と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
変
更
後
、
体
調
の
変
化
、
副

作
用
が
疑
わ
れ
る
症
状
の
有
無
な
ど
を

医
師
・
薬
剤
師
が
確
認
し
た
上
で
、
本

人
の
意
向
も
踏
ま
え
て
先
発
医
薬
品
に

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

差
額
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
対
象
月
に
処
方
さ
れ
た
薬

に
対
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
の
例
を
提
示
し
、
対
象

月
の
削
減
可
能
額
を
お
知
ら
せ
す
る
差

額
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

１
回
分
の
差
額
は
小
さ
く
て
も
、
累

積
す
る
と
薬
代
の
削
減
効
果
が
大
き
く

な
る
の
で
、
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
理
解

し
た
上
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

上
手
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
７
歳

以
上
の
人
（
主
に
慢
性
疾
患
な
ど
の
先

発
医
薬
品
を
服
用
さ
れ
て
い
る
人
）で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
に
、
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
一
定

以
上
安
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
人

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品
に
関
し
て
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
毎
年

保
険
証
の
更
新
時
に
同
封
す
る
「
国
保

の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
の

被
害
に
遭
っ
た
ら

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

使
用
し
ま
せ
ん
か

第
三
者
行
為
に
よ
る
国
保
利
用

上
手
に
使
用
し
薬
代
を
節
約

　
加
害
者
の
い
る
交
通
事
故
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
の
使
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

問
い
合
わ
せ

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

問
い
合
わ
せ

検 索帯広市��第三者

検 索帯広市��ジェネリック

届け出に必要なもの
①本人確認書類（運転免許証など）　②印鑑
③国保の保険証　④第三者行為による傷病届
⑤念書（兼同意書）　⑥事故発生状況報告書
⑦交通事故証明書　など

※�④～⑥については、国保課で配布。市ホームペー
ジからも印刷可能。
　��届け出などの記載方法や交通事故証明書の入手
方法については、国保課または加入している損害
保険会社に問い合わせください。

図　第三者行為により国保を使用した場合の流れ

被害者
（国保加入者）

加害者
（損害保険会社など）

「第三者行為による傷病届」
などの提出

窓口負担分
（１～３割）の
支払い

窓口負担分
休業補償

慰謝料など請求

医療費（７～９割）を
一時立て替え払い

一時的に立て替えた
医療費を請求

医療
機関

帯広市
国保

ジェネリック医薬品Q＆A

どんなメリットがあるの？Q

効き目や安全性は大丈夫？Q

先発医薬品に比べて開発費用が
大幅に抑えられるので、低価格

での提供が可能です。先発医薬品と比
べて５割程度、中には、それ以上安く
なる薬もあります。

A

先発医薬品と同様にさまざまな
基準を守って製造され、厚生労

働省が効き目や安全性について審査し
ています。製品によっては薬の大きさ
や味、においや保存性の向上など、よ
りよく工夫されたものもあります。

A

図　国保加入者におけるジェネリック医
薬品の使用割合の推移
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